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干渉 S A Rにおける水蒸気情報
‾ 藤原 智 ｡ 飛田幹男(国土地理院)･ paul A Ro se nOPL)
1. はじめに
S A R(Synthetic Ape rtu r eRadar, 合成開 口レ ー ダ ー)は, マ イクロ 波を使用した測地技術であり, G PS
と同様に伝播過短中で 大気中の 水蒸気の影響を受ける｡
干渉s A Rを G PSと比較した場合;
(1)面的情報が瞬間的に得られる (2)
2回以 上の 観測が必要(2時期の 水蒸気
遅延 の 差) (3) 遅延真の 絶対値は求め
られない(2時期 の 相対的差) (4)行き
帰り2回 の 遅延 (5) 遅延 が得られる衛
星 一 地 表視線方向が限られる, とい っ た
違い がある｡ したがっ て , これらの 違い を
生 か してG P S連続観測による地 殻変動
および水 蒸気遅延観測と組み合わ せる
ことで , G P S気象学に貢献することがで
きる｡
2. 富士山 ･伊豆地方での 干 渉s A R
画像
富士 山や 伊豆 半島を含む地域で 得ら
れ たJE RS-1の 干渉 sAR 画 像には, 山
地などの 地形と伝播遅延 の 間に関連が
あるもの が見られた｡ 図1は,JE RS-1(ふ
よう1号;Lバ ンドSA R)の 干渉sA R図で ,
1993年8月 20日と 11月 16 日の それ
ぞれ の 伝播距離 の 差であるo 他 の 日 時
に得られたデ ー タを使 っ て検証した結果
図1 富士山, 伊豆半 島地域における干渉s AR画像
1 9 9 3年8月2 0日と1 1月7日のS A Rアンテナ ー 地表聞距離の 差｡
グレ - スケ ー ル が - 周するごとに11. 8c m の 距離変化を表す.
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この 図に見られる擾乱はおもに8月 20日(全般に曇天 - 雨天)の画像に起因することがわか っ ている｡
図1に見られる特徴的な分布のうち, 地形に関連する気象現象と思われる以下の3つ の例を示す.
第1に, 富士 山の山頂を中心として 山麓より山頂側で遅延 量が小さくなっ て いる｡ 相対的に山頂付近
の水蒸気は少なくなっ ていると考えられる｡
第2に, 山地 の 南西側斜面と北
東側斜面 で は尾根線を境にして
伝播遅延量が異なる場所があり,
全般的に南西 側で遅延 畳(水 蒸
気量)が大きい ｡ これは, 図2に地
形断面と伝播遅延 の 断面 を示す｡
このとき風は南西側 から吹い てお
り, 南西側 で降雨があり( 水蒸気
大), 尾 根を越えた時 点でより乾
燥したもの( 水蒸気 小)と思 われ
る｡
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園2 伊豆半島西部における地形断面と水蒸気によるものと推定される
L/くンドマイクロ波遅 延王
第3に, 箱根から北東側 の小 田原にかけて波打 つ ような伝播遅延分布が見られる｡ この波状の擾乱は
地殻変動で はなく, 8月の 画像に含まれる水琴句擾乱であると考えるの がもっ ともらしい c 箱根 の山を越
えた大気の 振動的現象( 山岳波)であろう｡
また, 位相遅延分布の断面図の パ ワ ー ス ペクトル を, 時期 の異なっ た干渉SA R画像に つ い て求めた｡
空間波長が長くなるほど擾乱の振幅が大きくなる傍向はどの干 渉S A R図でも同じで あるが, その擾乱
の絶対値が最大で10 0倍近く異なることがわか っ たo また, 雲量の多 い観測日を含む ほど干 渉 sA R画
像中の位相擾乱 の振幅が大きくなる, という関係が明らかになっ たo 言い 換えれ ば, 天気が悪 い ほど干
渉SA RやG P S連続観測での地殻変動検出に与える誤差が大きくなる｡
3. まとめ
干渉 SA Rによる大気中の水蒸気分布の 研究ほ始まっ たばかりであるが , 干渉 sAR の面的な高額度
性 は G PS気象学などの 大気 の研究にも役立 つ と考えられる｡
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